震災時における医療施設の機能確保に関する研究：

実物大建物振動実験の報告
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【目的】　本研究は、救命救急・生命維持の拠点となる医療施設について、大地震発生時の機能保持対応策検討の基礎的知見を得るために行われた。平成19年度より5か年で計画されている文部科学省委託研究「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト／都市施設の耐震性評価・機能保持に関する研究」の一部である。
【方法】　平成20年12月から平成21年１月まで６回に亘り、防災科学技術研究所E-ディフェンスの大型振動台（最大積載質量1200t）にて、病院建築の実大試験体の加振実験を行った。加振は各入力地震波に対して、試験体構造を耐震・免震の２種類で行った。
■実大試験体の概要：鉄筋コンクリート造4階、各階80㎡　(8m×10m)、一般的な病院内部を再現するよう医療機器・什器を配置
■主な入力地震波：
　・JMA神戸波80%（1995、兵庫県南部地震の80％の波、短周期波）

　・三の丸波（将来的に東海・東南海で観測されると想定されている波、長周期波）

■計測項目など：試験体および設置機器の加速度・変位等の応答計測、加振時の機器の動画撮影による挙動観察、加振後の各機器の破損状況チェック・位置計測を行い、複数の機器・物品がぶつかり合う等の相互作用や室内の状況を部屋単位で観察・評価した。
【結果】　特に医療機器・什器類の加振時の挙動について下記にまとめる。
（CL：キャスターロックおよびキャスター無しの機器、CF：キャスターフリーの機器）
　短周期波・免震：
CL移動無／CF振幅500mm低速反復移動・残留移動量最大で2ｍ以上
　短周期波・耐震：CL衝撃による移動・落下等／CF衝撃による500mm程度の移動に続く微細振動・残留移動量最大で2ｍ程度
　長周期波・免震：CL移動無／CF残留移動量2ｍ～3.5m、衝突・転倒など
　長周期波・耐震：CL移動無／CF残留移動量1ｍ程度
【考察】　病院建物で使用される医療機器・什器類の地震発生時の挙動は、地震波の特性（短周期波／長周期波）、建物構造の種類（免震構造／耐震構造）、機器固定の状態（キャスターの有無やロックの状態）に大きく影響されることが明らかになった。

　免震構造物が大地震時の揺れの軽減に効果的であるとの認識は再確認できたが、一方で病院という多くのキャスター付き医療機器類を抱える建物種別において、長周期地震動・免震構造の組合せでキャスターフリーの機器類の揺れが徐々に大きくなって室中を駆け巡る危険な様子が観測され、免震構造でも安心できない状況があることが分かった。機器類の室内駆け巡りを防ぐには、病院職員や医療機器メーカーの努力によるキャスター付き医療機器・什器類の固定対策が重要であり、平成22年度の再実験は、その対策効果に焦点をあてて行っているところである。大地震時の想定被害や実験映像とともに、有効な対策を世間に公表・周知させていく方針である。
